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界は大きくなる．

3．円柱形セルへの種子流入特性及びセルの適正寸法

の決定

セルの直径を玉萄黍用17．3耽・大豆用12．6m・大麦用

9．5虎紀・小麦用7．3糀椚・菜種用4．0腰の一定とし，セルの

深さが無段に調節できる種子板B（第1回）を用い，こ

の深さの変化による1セル当りの種子流入粒数と傷粒の

割合の変化を示したものが第3回である．このような結

果から，セルの適正直径は粒を安定な姿勢に入れ不完全
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第3図．円柱形セルへの種子流入特性（例）
（種子板の移動角度850の場合）

流入粒を少なくし傷粒の発生を防止するため，粒の形い

かんにかかわらず種子の長さの最大級より幾分大きい程

度にすべきであるが，セルの適正な深さは流入態様を左

右する粒の形により相異し，扁平な玉萄黍種子では粒の

厚さ，やや属平で球状の大豆種子・長紡錘形の大麦種子

・長楕円体状の小麦種子では粒の巾，菜種のように丸い

種子では粒の長さによって，それぞれ定めるべきであ

る．けれども粒が細長い大麦・小麦種子は乱入するた

め．以上のようにセルの深さを制限すると傷粒の割合が

多くなるので，別にこの傷粒を少なくするような考案を

施す必要がある．

4．種子板の作用距離の限界

種子の種類別に適正寸法のセルを持つ種子板C（第1

回）を用い，ホッパー底面を仕切る仕切板の交換によっ

て，種子板の作用距離による1セル当りの汲出し粒数と

傷粒の割合の変化を検討した．その結果，この作用距離

の限界は粒の大きい種子ほど長く，玉萄黍15C椚・大豆12

C戒・大麦8Cれ・小麦8～10e沈・菜種6C糀程度である．

5．以上の結果から，玉萄黍・大豆のような大粒種子

に対しては．有効作用距離の関係からロール型汲出し機

構は不向きであり，水平回転円板型汲出し機構の採用が

望ましく，また．汎用化の要請から種子板の交換可能な

汲出し装置を考案すべきであると考え，日下そのような

機構を試作中である．

播　種　機　試　作　に　つ　い　て

飯　　田　　泰　　平

（福島県負託）

最近本県浜通り地方で省力増収法といわれる麦の多株

穴播栽培が坂り上げられているが，播種時多労のために

のびなやみの状態にある．岡山県農式の調査では播種作

業の所要時間は全作業の約3割・10α当り30時間を要

し，本県の場合は4～5人を要しカルチの簡易睦立・饗

の睦立栽培と大差がない．それでこの栽培法の長所であ

る播種後の省力性・多収性をいかすため，その最も労力

を要する穴あけ，播種・被覆作業の軽減を目的として，

入力用・動力用の播種機を作った．

その考え方として出来うるかぎり構造をすなわち簡単

にするためには以下の点が考えられた．

入力用では立姿勢で作業すること及び穴あけの作用で

播種も完了すること．

動力用ではテイラー形で牽引すること．一行程1～2

桝の播巾であること．10α当り所要時間は1時間内外で

あること‥点描であること及び播種の深さは1～2欄で

あること．

以上のことを満足させるため図のような播種機を造っ

た．

轟む力用

入力用のものは冗つき棒を下げることにより上部タン
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クから下部タ∵／クに5～6粒の種を落し，穴つき棒を上

げることにより種を穴に落すようにした．

動力用ではロール式種分装置を用い，点棒であるので

一再ロールにした．播種量は作用満巾の増減により調節

する．爪は出来だけ小さくして牽引抵抗を少なくすると

ともに，播種後土がくずれ覆土が出来るようにした．ま

た栢藁の纏緒を防く・ため爪前部にナタをつけた．動力用

の実験の結果，索引抵抗は砂質土壌の好条件で4睦の場

合秒速約0．5桝で10吻～20鬼才，0．3桝で10毎～1封訊他に

和黎形デスク形を実験したが抵抗ではこの形のものが1

～2割低いが，防草処理をした表土を出来だけ移動させ

ぬことと，覆土の土の点で難があり採用しなかった．こ

の結果6吐位まで牽引が出来るので，21cm24C椚梅で1～

1・5〝‡の播種が出来，所要時間も10〃当り30～60分で播

種・覆土が完了する・点播については24C沼間隔で秒速0．5

桝で，3～4C枕0・3C虎内外の点播が出来た．

グレイ　ンドリルの利用性能試験

藤　　村　　清　　一

（岩手県鼻試）

畑作改善の一方途として麦類の栽培の上にグレイソド

リルを利用して播種することは　省力多収として極めて

効果的であることは．各機関・各方法の試験の鮭巣立証

されている．しかしこの方法は睦巾も株間もほとんどな

いくらい土地を最高度に利用するので．大部分の畑作の

慣行である2年3毛作のうちの麦間大豆作が出来なくな

って輪作に影響を及ぼすし，また刈取りに割合多くの労

力を要するので，農家段階に充分利用するに到っていな

い．また．この機械を単に麦作の上にだけ使用するため

に準備することは極めて不経済であるので．各種育刈飼

料作物・亜麻・蕎麦等の栽培に使用して利用性があるか

どうかを明らかにし，ドリル機の利用性の向上拡大に資
しようとした．

一般にドリル栽培では土地利用率が極めて大きく，従

って播種量及び施肥量も当然慣行標準より相当多くする

必要があるので，どの程度多くしなければならないか，

また青刈飼料では刈取時期が倒伏等の関係から問題とさ

れるので，これ等について圃場試験を行った．

また実際に栽培する前に各種子の1．8β・重ドリル機

の種子落下口の閲度毎の落下量（播種量）・肥料落下口

の開度ごとの落下量（剃巴量）が明らかにされていなけ

玉　萄　黍 大

れはならないので，この点についてあらかじめ実験を行
った．

この結果は次のとおりであった．すなわち

1．1．8β重

これは各作物別の播種量を大体見当つけるのに必要なの

で調査した．
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2．開度別10α当り播種量（の

播種量の調節は0．5～8段階の閲度調節レバーによって

行うが，この量によって播種面穂に応じた開度を決定す

る・なお次表中（）は落下送出口で損傷を受けて発芽

不完全と恩はれる割合（％）であり，実際播種量決定に

当ってはこの分を加味しなければならない．
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